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花
　
房
　
征
　
夫

〈
書
評
〉

　
木
村
光
彦
、
安
部
桂
司
著

　
　
「
戦
後
日
朝
関
係
の
研
究
」

　
近
年
の
北
朝
鮮
核
実
験
、
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
は
、
国
連
制
裁
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
世
界
の
一
大

問
題
に
浮
上
し
て
い
る
。
国
際
社
会
は
こ
の
北
朝
鮮
核

を
破
棄
さ
せ
る
た
め
六
者
協
議
を
始
動
さ
せ
た
が
、
肝

心
の
金
正
日
は
核
廃
絶
ど
こ
ろ
か
「
核
保
有
国
・
北
朝

鮮
」
を
声
高
に
主
張
し
、
瀬
戸
際
政
策
を
躊
躇
っ
て
い

な
い
。
そ
ん
な
中
で
軍
事
関
係
脱
北
者
は
、
北
の
大
量

破
壊
兵
器
の
部
品
、
材
料
、
技
術
が
わ
が
国
と
深
く

関
っ
て
い
る
と
証
言
し
て
い
る
（
例
え
ば
林
永
宣
『
金

正
日
の
軍
事
機
密
』
徳
間
書
房
、
一
九
九
七
な
ど
）。

　
こ
の
点
で
表
記
『
戦
後
日
朝
関
係
の
研
究
』
は
、
北

朝
鮮
と
日
本
の
物
資
調
達
過
程
や
構
造
、
そ
の
た
め
の

対
日
本
工
作
、
ま
た
朝
鮮
総
連
を
北
当
局
の
直
轄
組
織

と
し
て
構
築
し
た
意
図
や
そ
の
後
の
行
動
な
ど
を
、
学

術
的
手
法
で
総
合
的
に
考
察
し
た
。
そ
し
て
北
朝
鮮
が

持
つ
大
量
殺
傷
兵
器
が
日
本
と
の
経
済
関
係
を
欠
い
て

は
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
調
達
物
資
の
詳
細

は
技
術
的
検
討
と
同
時
に
、
膨
大
な
内
外
文
献
（
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

知
泉
書
簡 

２
０
０
８
　
３
２
５
ｐ 

〜

　
日
本
が
支
え
た
北
朝
鮮
軍
事
工
業

金
日
成
、
金
正
日
な
ど
の
著
作
）
を
分
析
し
て
赤
裸
々

に
実
証
し
た
。
戦
後
日
朝
関
係
を
解
明
し
た
一
大
労
作

と
し
て
高
く
評
価
し
、
推
奨
し
た
い
。

　
　
半
世
紀
も
の
日
朝
経
済
を
分
析

　
本
書
は
六
章
の
本
文
、
補
章
、
引
用
文
献
、
付
表
、

索
引
編
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
章
別
題
名
を
列
挙
す
る

と
、
第
一
章
…
「
ソ
連
の
対
外
物
資
調
達
と
工
作
、
一

九
二
八
〜
五
六
年
）」、
第
二
章
…
「
北
朝
鮮
、
戦
前
〜

一
九
五
〇
年
代
」
で
、
い
ず
れ
も
戦
後
北
朝
鮮
経
済
の

基
礎
分
析
で
あ
る
。
第
三
章
は
「
在
日
朝
鮮
人
運
動
と

工
作
の
組
織
化
」
で
、
建
国
か
ら
五
〇
年
代
末
ま
で
が

対
象
。
第
四
章
は
六
〇
年
代
の
「
第
一
次
七
カ
年
計
画

と
対
日
物
資
調
達
」
で
、
六
一
年
に
合
法
的
日
朝
貿
易

が
ス
タ
ー
ト
し
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
が
始
ま
っ
た
。

　
第
五
章
は
「
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
の
戦
略
と
展

開
」
で
、
六
カ
年
計
画
、
第
二
次
・
第
三
次
の
七
カ
年

計
画
が
俎
上
に
の
ぼ
る
。
こ
の
期
の
特
徴
は
七
〇
年
代

半
ば
以
降
の
デ
フ
ォ
ル
ト
（
国
家
破
産
）
で
、
日
朝
経

済
の
主
役
が
在
日
商
工
人
に
変
化
し
た
。
第
六
章
は

「
金
正
日
時
代
の
物
資
調
達
」
が
題
名
で
、
九
〇
年
代

初
か
ら
最
近
ま
で
を
分
析
。
北
朝
鮮
の
直
轄
組
織
・
朝

鮮
総
連
は
日
本
の
長
期
不
況
に
よ
っ
て
体
力
を
激
減
さ

せ
、
総
連
系
金
融
の
総
本
山
・
朝
銀
が
破
綻
（
九
七

年
）
し
た
。
そ
し
て
〇
六
年
か
ら
国
連
の
北
朝
鮮
制
裁

が
始
ま
り
、
日
朝
貿
易
は
激
減
し
て
い
る
。

　
　
植
民
地
期
の
重
化
学
工
業

　
戦
前
植
民
地
期
の
朝
鮮
半
島
北
部
で
は
、
豊
富
な
電

力
や
地
下
資
源
な
ど
を
前
提
に
急
速
な
工
業
化
が
進
展

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
で
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
鉄
道
、

港
湾
、
電
力
事
業
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
軍
事
生
産
に
関

わ
る
重
化
学
工
業
が
発
展
し
た
。
平
壌
兵
器
製
造
所

（
一
七
年
）、
三
菱
兼
二
浦
製
鉄
所
（
一
八
年
）
に
続
い

て
、
三
〇
年
代
後
半
期
か
ら
日
本
高
周
波
城
津
工
場

（
三
九
年
）、
三
菱
鉱
業
清
津
精
錬
所
（
三
九
年
）、
日

本
製
鉄
清
津
製
鉄
所
（
四
二
年
）、
三
菱
製
鋼
平
壌
製
鉄

所
（
四
三
年
）
な
ど
が
稼
働
し
、
航
空
機
材
料
の
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ア
製
造
工
場
も
動
い
て
い
た
。

　
化
学
産
業
で
は
日
本
窒
素
が
日
本
海
に
臨
む
咸
鏡
南

道
・
興
南
地
区
に
、
世
界
的
な
大
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建

設
し
、
太
平
洋
戦
時
下
で
は
こ
れ
ら
の
化
学
工
場
で
火

薬
、
弾
薬
、
航
空
機
燃
料
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
（
二

二
三
、
二
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
ら
の
日
系
資
本
は
敗
戦

で
北
朝
鮮
か
ら
一
度
に
退
去
し
た
が
、
機
械
設
備
な
ど

は
北
朝
鮮
に
残
さ
れ
、
戦
後
北
朝
鮮
経
済
の
出
発
点
に

な
っ
た
。

　
　
一
〇
万
人
の
在
日
帰
国
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
日
朝
貿
易
を
促
進

　
朝
鮮
戦
争
後
の
経
済
再
建
過
程
で
、
金
日
成
は
復
旧
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七
・
四
南
北
協
定
合
意
な
ど
は
、
日
本
の
対
北
貿
易
拡

大
を
後
押
し
し
た
。
当
時
の
田
中
角
栄
内
閣
（
七
二

年
）
は
、
代
表
的
な
対
北
敵
視
政
策
と
さ
れ
た
プ
ラ
ン

ト
輸
出
の
輸
銀
融
資
を
解
禁
し
、
七
二
年
秋
に
は
朝
鮮

国
際
貿
易
促
進
委
員
会
代
表
団
が
戦
後
初
め
て
、
公
式

訪
問
団
と
し
て
来
日
し
た
。

　
北
朝
鮮
の
対
日
輸
入
額
は
一
九
七
四
年
に
七
三
五
億

円
と
い
う
空
前
規
模
に
達
し
た
が
、
こ
れ
は
北
朝
鮮
デ

フ
ォ
ル
ト
（
国
家
破
産
）
問
題
の
発
端
で
あ
っ
た
。
デ

フ
ォ
ル
ト
認
定
は
フ
ラ
ン
ス
、
ス
エ
ー
デ
ン
な
ど
西
欧

諸
国
か
ら
始
ま
り
、
日
朝
間
で
も
支
払
い
繰
延
協
定

（
七
九
年
八
月
）
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
後
も
債
務
返
済

は
滞
っ
て
、
八
六
年
、
わ
が
国
政
府
か
ら
貿
易
保
険
が

支
払
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
未
払
い
債
務
額
は
元
金
の

み
で
一
〇
〇
〇
億
円
を
越
え
、
現
在
も
こ
の
北
朝
鮮
債

務
利
子
の
焦
げ
付
き
支
払
い
は
な
い
。

　
こ
の
た
め
金
日
成
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、

①
日
本
企
業
の
貿
易
機
能
を
在
日
商
工
企
業
に
肩
代
わ

さ
せ
る
「
朝
・
朝
貿
易
」
方
式
を
総
連
に
指
示
し
た
。

し
か
し
朝
・
朝
貿
易
は
恒
常
的
に
北
朝
鮮
が
赤
字
を
垂

れ
流
す
の
で
、
在
日
友
好
商
社
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら

倒
産
し
、
総
連
系
商
社
の
代
表
で
あ
る
東
海
商
事
も
九

九
年
、
門
を
閉
め
た
。
②
は
、
金
日
成
還
暦
祝
賀
に
こ

と
よ
せ
た
献
品
、
献
納
の
強
要
で
あ
る
。
③
は
、
同
じ

八
〇
年
半
ば
か
ら
本
格
化
す
る
対
北
（
愛
国
）
投
資
で

あ
る
。
金
日
成
は
在
日
商
工
人
の
資
本
に
着
眼
し
、
祖

国
投
資
を
推
奨
し
た
。
在
日
の
対
北
朝
鮮
投
資
は
百
数

十
件
に
達
し
た
が
、「
す
べ
て
失
敗
」
と
い
わ
れ
る
惨

憺
た
る
結
果
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

（
は
な
ぶ
さ
ゆ
き
お
・
ア
ジ
ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員
／

　
東
北
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
代
表
）

  

北
朝
鮮
の
デ
フ
ォ
ル
ト
（
国
家
破
産
）
と

　
「
朝
・
朝
貿
易
」
の
出
現

　
一
九
七
〇
年
代
初
の
米
ソ
デ
タ
ン
ト
、
米
中
交
渉
、

に
必
要
な
設
備
、
原
材
料
な
ど
を
日
本
か
ら
調
達
す
る

工
作
に
全
力
を
挙
げ
た
。
そ
の
た
め
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム

が
創
設
を
勧
告
し
た
日
本
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
の
日

朝
部
会
や
日
本
共
産
党
（
以
下
日
共
）
の
別
働
隊
・
日

朝
協
会
に
支
援
を
求
め
、
五
三
年
秋
の
休
戦
直
後
か
ら

平
和
運
動
家
（
大
山
郁
夫
、
平
野
義
太
郎
な
ど
）、
企

業
関
係
者
（
友
好
商
社
）、
政
治
家
（
共
産
党
、
社
会

党
関
係
者
）、
地
方
自
治
関
係
者
な
ど
に
接
触
し
て
、

対
北
経
済
交
流
の
促
進
運
動
を
全
国
展
開
し
た
。
し
か

し
日
本
政
府
は
慎
重
で
、「
日
朝
交
流
は
日
韓
関
係
に

悪
影
響
」
と
次
官
会
議
が
決
議
（
五
五
年
）
し
、
合
法

的
日
朝
貿
易
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
金
日

成
は
五
〇
年
代
で
は
中
国
貿
易
形
式
の
大
連
貿
易
、
香

港
貿
易
な
ど
を
推
進
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
休
戦
後
、
北
朝
鮮
は
日
共
影
響
下
の
在
日
朝
鮮
人
団

体
を
北
当
局
の
直
轄
組
織
に
組
み
替
え
る
作
業
に
着
手

し
た
。
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
（
総
連
）
が
そ
れ

で
、
五
五
年
五
月
誕
生
し
た
。
以
降
、
総
連
は
、
金
日

成
に
忠
実
な
在
日
青
少
年
を
教
育
す
る
民
族
学
校
の
運

営
と
、
五
八
年
か
ら
本
格
化
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国

運
動
を
両
輪
事
業
に
し
た
。
帰
国
運
動
で
の
日
本
側
協

力
団
体
は
日
共
系
の
日
朝
協
会
で
、
彼
ら
は
総
連
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
「
帰
国
運
動
」
を
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
し
、
日
本
政
府
も
社
会
保
障
費
（
在
日
の
二
〇

％
以
上
が
生
活
保
護
者
）
の
節
減
な
ど
が
あ
っ
て
歓
迎

し
、
五
九
年
一
二
月
に
八
万
人
（
全
体
で
は
一
〇
万
人

ほ
ど
）
も
の
在
日
帰
国
者
が
第
一
次
船
で
新
潟
を
出
港

し
た
。

　
在
日
の
帰
国
は
日
本
の
対
北
朝
鮮
認
識
に
変
化
を
も

た
ら
し
、
一
九
六
一
年
か
ら
日
朝
直
接
貿
易
が
認
可
さ

れ
、
対
北
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
道
を
開
い
た
。
し
か
し
日

本
政
府
は
韓
国
と
の
外
交
交
渉
を
優
先
し
て
、
プ
ラ
ン

ト
輸
出
で
の
中
長
期
融
資
と
北
朝
鮮
か
ら
の
経
済
人
、

技
術
者
の
来
日
は
許
可
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
か
ら

北
朝
鮮
は
日
本
か
ら
の
技
術
移
転
に
着
手
し
、
五
九
年

の
帰
国
事
業
で
の
在
日
技
術
者
、
技
能
者
ら
の
人
材
優

先
と
同
時
に
、
在
日
科
学
者
や
技
術
者
ら
を
祖
国
の
軍

事
工
業
に
動
員
す
る
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
（
科

協
）
を
創
設
し
た
（
八
二
ペ
ー
ジ
）。

　
そ
し
て
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
技
術
を
体
験

で
き
る
「
平
壌
商
品
展
示
会
（
六
五
年
）」、
「
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
日
本
機
械
、
珪
酸
塩
技
術
博
覧
会
（
六
九
年
）
」

な
ど
を
開
催
し
、
コ
コ
ム
規
制
品
の
精
密
機
械
や
測
定

器
な
ど
を
確
保
し
た
。
ま
た
日
本
人
科
学
者
、
技
術
者

と
は
「
日
朝
技
術
協
力
委
員
会
（
六
五
年
）」
を
設
置

し
、
日
本
技
術
情
報
の
収
集
ル
ー
ト
も
実
現
し
た
。

　
こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
代
後
半
段
階
で
、
北
朝
鮮
軍

事
工
業
に
不
可
欠
な
日
本
製
高
品
質
物
資
の
調
達
シ
ス

テ
ム
が
確
立
し
た
。
可
能
要
因
の
①
は
、
金
日
成
に
忠
実

な
総
連
活
動
で
、
彼
ら
は
日
本
社
会
で
多
様
な
政
治
工

作
を
展
開
し
必
要
物
資
や
資
金
な
ど
を
調
達
し
た
。
②

は
日
本
側
の
共
産
党
、
社
会
党
、
労
組
、
知
識
人
、
文
化

人
ら
の
協
力
で
、
交
流
団
体
、
貿
易
会
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

に
関
与
し
な
が
ら
金
日
成
の
物
資
確
保
策
を
助
け
た
。

③
は
、
わ
が
国
の
輸
出
管
理
令
や
コ
コ
ム
規
制
な
ど
で

の
ズ
サ
ン
行
政
で
、
戦
略
物
資
で
も
事
実
上
、
自
由
に
持

ち
出
せ
る
日
朝
貿
易
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一

九
七
〜
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
）。
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